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船場川千代田橋の川沿いに不自然な建造物がぽつんぽつんと並んでいます。復興の遺
構（姫路モノレール）で、ツタに包まれていました。奥の高層ビルの３～４階に駅が
あり、斬新な構想に当時は話題が広がりました。現在は解体され、大将軍橋交差点の
一角に整備されています。私にとって懐かしい遺構作品になりました。

（生活創造応援隊 髙野 雅一）
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大阪・関西万博が、今年４月13日から半年間、大阪府の夢洲で開催され
ます。1970年に日本で初めて開催された大阪万博の４年前の1966年、姫路
市手柄山で約２ヶ月間にわたって「姫路大博覧会」が開催されていたこと
をご存じでしょうか。今回は、この大博覧会に合わせて運転された当時の
「姫路モノレール」を、旧手柄山駅舎を改修し当時の面影を残したまま展
示している､手柄山交流ステーションのモノレール展示室を訪問しました。

私が小学生の頃、家族で姫路駅のすぐ西にあった大将軍駅からモノレー
ルに乗り、手柄山駅の姫路大博覧会へ行ったことを思い出します。姫路市
街や姫路城を眺めながら進むモノレールには、高架のレール上を滑るよう
に移動する未来の乗り物というイメージがあり、大人も子どももみんなワ
クワクしていました。今回見学したモノレール展示室には、その当時のモ
ノレール２両が保存されており、全国的にも大変珍しく貴重な遺産だそう
です。車両内部では、運行していた当時の映像が上映されており、客席に
座って見ていると、半世紀前にタイムスリップしたような気持ちになりま
す。施設職員の青木さんから、新しい夢の交通機関としてモノレールを導
入した経緯や、開業当時の華やかさや賑わいについて伺いました。

交流ステーションのある一帯は「手柄山中央公園」として整備されてい
ます。半世紀前の姫路大博覧会当時の建物も多く現存しており、公園内の
草花を観賞しながら散策すると、ノスタルジックな気持ちに浸ることがで
きます。また、交流ステーションには水族館も併設されていて、親子連れ
や３世代に渡っても楽しめます。モノレールの説明は、一般の方でも事前
に連絡すれば、職員の方から聞くことが可能な場合があるそうです｡みなさ
んも一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

現在、手柄山周辺はスポーツ施設の建設やJＲの新しい駅の工事も進ん
でいるので、今後の発展にも期待したいと思います。

伝統工芸品、歴史的建造物、おすすめのレスト
ランなど…中播磨地域に住む記者が「行ってみ
たい」と思う、こんなところをご紹介！
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当時の駅舎とモノレールのジオラマ再現

営業当時の姫路モノレール

手柄山交流ステーション
【姫路市西延末】

レトロな雰囲気に包まれ、半世紀前にタイムスリップ

ロッキード式モノレールとして世界唯一の現存車両

～姫路大博覧会と姫路モノレールを懐古する～
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取材・原稿／【生活創造応援隊】梅本 知恵子、玉谷 康彦、筈井 公美子

※登場する駅名は、旧姫路モノレール線の
駅であり、現在の駅とは異なります。



１月28日、姫路市内の３つの体験型プログラムが
「ひょうごフィールドパビリオン」に認定されま
した。今回の認定により、中播磨管内の認定プロ
グラムは26件となりました。新たに認定された３
つのプログラムについてご紹介します。万博開催
が間近に迫り、各プログラムとも内容の充実を図
っています。是非みなさんも各地を訪問して､体験
してみてください。

【 募 集 事 業 】
＜一般枠＞

・地域の人が地域外の人と交流等を行う取組
・地域の魅力や文化を次世代に伝える取組
・子育てに関する交流など子育て家庭を応援する取組
・省エネや緑化活動など環境保全への取組 等

＜特別枠＞
①「銀の馬車道」魅力UP事業

日本遺産に認定された「銀の馬車道」を題材とした取組
②ＳＤＧｓ推進事業

地場産業の継承や地域の魅力向上など地域で展開するＳＤＧｓに関する取組
③ウェルビーイング推進事業

誰一人取り残さない社会の実現に向けた、誰もが安心して平等に暮らせる取組
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◆世界遺産 姫路城の更なる魅力を体感しよう（姫路城）
船頭の案内による和船での姫路城内堀巡りや、観光ガイド・シルバーガイド・外
国語ガイド・プレミアムオーディオガイドによる姫路城の歴史や見学スポット案
内など、姫路城の魅力を満喫できる。期間限定で、通常非公開エリアの特別公開
（小天守等）も実施予定。

◆美術館と城下町を、美術をテーマにめぐる体験ツアー（姫路市立美術館）
美術館の所蔵作品を紹介するギャラリートークを実施するほか、特別企画展「髙
田賢三展」会期中に、姫路城周辺の文化施設・飲食店を紹介する街歩きツアーな
どを開催。また、絵本の読み聞かせや、姫路ならではの素材を生かしたワーク
ショップなども実施。

◆歴史の漂う修行の場で行う写経、座禅体験（書寫山圓教寺）
国の重要文化財「食堂（じきどう）」での写経体験や、常行堂での座禅体験。
日頃の喧騒から離れた山頂の広大な境内の中、静けさと自然の美しさ、歴史漂う
修行の場で、心を鎮めて自分と向き合うことができる。

姫路市立美術館 書寫山圓教寺の花びら写経

ガイドと巡る姫路城

【 対 象 団 体 】 中播磨地域で活動している自治会、子ども会、まちづくり協議会、ＮＰＯ等
【 補 助 金 額 】 １団体あたり５万円～30万円
【 申 込 期 間 】 令和７年４月３日（木）～４月24日（木）17時（必着）
【問い合わせ先】 兵庫県中播磨県民センター県民躍動室県民課

〒670-0947 姫路市北条１-98     TEL:079-281-6023 FAX:079-281-3015

ひょうごフィールドパビリオン第８次認定

中播磨県民センターからのお知らせ

ひょうごフィールドパビリオンは、地域の「活動の現場そのもの
（フィールド）」を、地域の方々が主体となって発信し、多くの
人に来て、見て、学び、体験していただく取組です。

「ひょうごフィールドパビリオン」とは?
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令和７年度中播磨地域づくり活動応援事業のご案内
地域活性化に取り組む団体を応援します！
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しんぶんを通して、人のWa’・平和のWa’・話のWa’など限りないWa’に出会いたい…そんなWa’を伝えていきます。
（生活創造応援隊 一同）

発行元／兵庫県中播磨県民センター 県民躍動室 県民課（消費者センター） 〒670-0947 姫路市北条１-９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階
【電話】079-281-9197 【ＦＡＸ】079-281-3015 【Ｅメール】nkharikem@pref.hyogo.lg.jp
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消費生活情報～くらしに役立つ情報をお届けします～

生活創造情報プラザを利用しませんか？

中播磨県民センター内には、様々な分野の生活創造活動を行っているグループの皆さんの活動・交流拠点
として、中播磨生活創造プラザ（情報交流コーナー、県民協働ホールＡ・Ｂ、印刷室）があります。利用
時間等の要件はありますが、登録を受けたグループは“無料”利用ができます。グループ登録を希望される
場合は、中播磨県民センター県民躍動室県民課（下記連絡先）までお問い合わせください。

生活創造しんぶん「中播磨Wa’Wa’Wa’」の制作や発行に関する活動（取材先の選定・取材・記事作成・配布
活動など）へボランティアで携わってくださる生活創造応援隊を募集します。
興味のある方は、中播磨県民センター県民躍動室県民課（下記連絡先）までお気軽にお問い合わせください。

生活創造応援隊員募集！

情報交流コーナー 県民協働ホール（A・Bの２部屋あります） 印刷室

令和６年度
取材の様子

高齢者の消費者トラブルが増えています。
トラブルに巻き込まれないように、
気をつけるポイントを体操で覚えましょう！

※特設サイトでの公開は
２０２５年３月末まで


